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自民党裏金 
政治終わらせ 

６月定例会の 

主な日程 
４日（火）：全員協議会＝議案説
明、呉竹地区公営改良住宅等跡地
現地視察、その他 
６日（木）：開会＝議案提案、一
部採決、一般質問（木村、⻄川、
⻄澤の各議員の順） 
７日（金）：一般質問（木村政治、
山田、福原の各議員の順） 
11 日（火）議会改革調査検討委
員会＝議会基本条例の説明、議会
運営の改善検討 

２
，
現
在
開
会
中
の
国
会

に
お
い
て
先
般
審
議

入
り
し
た

「地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
案
」
は

地
方
自
治

の
理
念
と

と

ところ：

豊
郷
町
隣
保
館

豊
郷
町
隣
保
館

豊
郷
町
隣
保
館

豊
郷
町
隣
保
館
に
て 

ラ
イ
ブ
中
継
し
ま
す 
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め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
事
態
の
見
解
を

問
う 

１
，
戦
後
、
日
本
国
憲
法

公
布
か
ら
77
年
。
憲
法

原
則
の
一
つ

「地
方
自

治
」
の
理
念
と
庇
護
の

も
と
地
方
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
地

理
的
要
因
、
風
土
、
気

候
、
産
業
、
文
化
な
ど

な
ど
の
要
素
を
も
と

に
形
成
さ
れ
歩
ん
で

き
た
の
で
は
。
「地
方

自
治
の
尊
重
」
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
。 

２
，
現
在
開
会
中
の
国
会

足
以
来
、
高
額
に
跳
ね

あ
が

っ
て
き
た
保
険

料
金

の
問
題
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
甲
良
町

は
基
準
保
険
料
金
が

県
下
第
１
位
と
な

っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
町
長
の
認
識
は
。 

２
、
町
民
の
暮
ら
し
が
厳

し
い
折
、
何
ら
か
の
軽

減
策
は
な
い
も
の
か
。 

３
、
国
庫
負
担
を
抜
本
的

に
増
額
し
、
制
度
そ
の

Ⅲ
、
高
齢
化
社
会

・
地

域
で
の
移
動
手
段
の
確

保

・
保
障
の
対
策
を 

１
，
現
状
は
ど
う
か
。
①

日
本
共
産
党
演
説
会 

田
村
委
員
長 

来
た
る 

と き：6月 23 日午後 2時～ 

ところ：大津市民会館大津市民会館大津市民会館大津市民会館 
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Ⅰ
、
憲
法
に
も
明
記
さ

れ
た

「地
方
自
治
」
の

尊
重
が
今
以
上
に
弱

相

い
れ
な

い
重
大
な

内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
よ
っ

て
町
長
の
見
解
を
た

ず
ね
る
と
と
も
に
、
容

認
で
き
な

い
立
場
を

表
明
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
。 

Ⅱ
、
県
下
ト
ッ
プ
の
介

護
保
険
料

（基
準
額
）

に
つ
い
て 

１
、
５
月
15

日
付
の
全
紙

で
介
護
保
険
制
度
発

足
以
来
、
高
額
に
跳
ね

も
の
の
根
本
的
改
革
を

県

・
国
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

Ⅲ
、
高
齢
化
社
会

・
地

「国
保
税
も
高
い
、
介
護
保
険
料
も
高
い
、 

税
金
は
く
ら
し
守
る
予
算
に
こ
そ
使
っ
て
ほ
し
い
」 

日
本
共
産
党
滋
賀
県
地
方
議
員
団
は
こ
の
間
、
大
阪
万
博
会
場
の
視
察
を
実
施

し
、
汚
染
物
質
満
載
で
爆
発
事
故
も
起
き
、
避
難
計
画
も
な
い
夢
洲

（ゆ
め
し
ま
）

を
会
場
に
す
る
と
い
う
維
新
政
治
の
行
き
詰
ま
り
を
実
感
。 

一
方
、
甲
良
町
議
会
は
６
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
西
澤
議
員
の
一
般
質
問

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

に
つ
い
て
十
分
な
保
障

が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。 

２
、
「交
通
の
自
由
」
「移

動
の
自
由
」
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
、
保
障
し

て
い
く
か
は
人
権
の
大

事
な

一
つ
で
あ
り

「安



 

 

 

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

町
」
を
め
ざ
す
う
え
で
重
要

な
要
素
で
は
。 

３
，
役
場
、
農
協

（銀
行
）、
商

店
、
病
院
な
ど
を
巡
回
す
る

バ
ス

（ワ
ゴ
ン
車
）
の
運
行

は
切
実
な
課
題
で
は
。 

Ⅳ
、
三
日
月
県
政
が
大
阪
万

博
に
子
供
の
入
場
料
金
補

助
の
予
算
措
置
を
講
じ
た

こ
と
に
つ
い
て 

１
、
県
が
発
表
し
た
概
要

・
目

的
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。 

２
、
修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行

事
と
し
て
児
童

・
生
徒
を
参

加
す
る
よ
う
県
教
育
委
員
会

が
計
画
あ
る
い
は
奨
励

・
勧

奨
し
て
い
る
と
聞
く
が
現
状

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

３
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
で
爆

発
が
起
き
、
今
も
ご
み
の
処

分
場
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
汚
染
物
質
を

含
む
廃
棄
物
が
埋
ま

っ
て

お
り
、
災
害
時
の
避
難
が
困

難
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

会
場
で

「学
校
教
育
」
に
は

様
々
な
面
で
ふ
さ
わ
し
く

な
い
状
況
が
あ
り
、
学
校
行

事
と
し
て
大
阪
万
博
を
対

象
と
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
が
。 

Ⅴ
、
先
般
報
道
さ
れ
た
「消

滅
可
能
性
」
市
町
村
の
中

に
滋
賀
県
で
は
高
島
市
と

甲
良
町
が
記
載
さ
れ
て
い

る
報
道
に
つ
い
て 

１
，
民
間
組
織
「人
口
戦
略
会

議
」
が
４
月24
日
に
発
表

し
た
「消
滅
可
能
性
自
治

体
」
の
問
題
が
波
紋
を
広
げ

て
い
る
が
、こ
の件
に
関
し

何
ら
か
の
見
解
を
発
表
し

た
か
、
あ
る
い
は
予
定
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
各
方

面
か
ら
何
ら
か
の
反
応
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。 

２
，
「人
口
減
少
」
を

「若
年

女
性
」
の
人
数
の
推
移
か

ら
の
み
判
定
す
る
と
い
う

設
定
自
体
、
全
て
を
女
性

と
家
庭
そ
し
て
地
方
自
治

体
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ

う
に
描
き
、
現
在
の
日
本

の
政
治

・
経
済

・
社
会
の

全
体
像
、
問
題
点
を
分
析

す
る
こ
と
が
全
く
欠
落
し

て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い

る
が
、
見
解
を
も
と
め
ま

日本共産党滋賀県地方議員団は 5 月 17

日、来年予定されている大阪万博会場を視

察。西澤議員も参加。現地で党大阪府委員

会のたつみコータロー氏をはじめ「万博は

中止すべき」と取り組んでおられる方の説

明を受け、「いのち輝く」とは真逆の会場

を目の当たりにしました。ＰＣＢ汚泥の処

分場が駐車場になり、未だにメタンガスが

１日当たり 1500㎏も発生していること、

災害時の避難計画がない会場であること

にも不安が募ります。西澤議員も参加。 

‶高すぎる国保税もう限界‴ 
23 日、党地方議員団が三日月知事に提出

した要望書の一部を紹介します。 

令和９年度から県内市町の税・料率を統一

することから、次の事項を要請。 

① 国民健康保険特別会計に対し、国の財

政支援の抜本的な強化を求めること。 

② 滋賀県としても一般会計からの繰り入

れを行い、県が市町に求める「納付金」

を引き下げ、標準保険料を引き下げる

こと。 

③ 第三期国保運営方針で示している「令

和９年度から県内市町の税・料率の統

一」は、一旦凍結すること。また令和

１１年度までを「移行期間」としてい

るが、納得と合意のない一方的な「統

一」は行わないこと。 

万博予定地視察にて参加者

に渡された説明資料より 

大阪万博会場となる夢洲 


